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にこにこ　いきいき　みんなでつくろう　やさしいまち

　
11
月
９
日
に
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
新
見

市
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
20
周
年
記
念
福
祉
大

会
を
開
催
し
、
地
域
福
祉
活
動
者
な
ど
２
３
０

名
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
福
祉
功
労
者
の
表
彰
や
設
立
20

周
年
を
記
念
し
て
実
施
し
た
「
ふ
く
し
の
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

（
受
賞
者
は
P2
に
掲
載
）

　
ま
た
、「
菅
生
を
よ
く
す
る
会
」
に
よ
る
地
域

活
動
の
発
表（
P3
参
照
）に
加
え
、「
足
し
算
で
生

き
る
〜
が
ん
ス
テ
ー
ジ
４
か
ら
の
生
還
〜
」と

題
し
た
記
念
講
演
を
行
い
、
講
師
の
笠
井
信
輔

さ
ん
（
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
に
、

が
ん
と
の
向
き
合
い
方
や
前
向
き
に
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　設
立
20
周
年
記
念
福
祉
大
会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
た
な
気

持
ち
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
・
活
動

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
市
に
限
ら
ず
、
日
本
全
体

で
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
・

多
様
化
も
相
ま
っ
て
、
地
域
の
つ
な
が

り
や
支
え
合
い
の
仕
組
み
が
弱
ま
り
、

地
域
の
福
祉
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
に
よ
り
、
生
活
課
題
の
複
雑
化
や
孤

立
の
深
刻
化
を
招
き
、
従
来
の
制
度
や

仕
組
み
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な

い
課
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
年
齢
や
障
が
い
の

有
無
、
生
活
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
長
　
矢
田
貝
　
誠

新
年
の
ご
挨
拶

も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
互
い

に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
行
政
や
関
係
機
関
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
や
企
業
・
団
体
な

ど
が
連
携
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
一
体
的
に
支
え
る
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
会
で
は
、
地
域
共
生
社
会
実
現
の

た
め
、
引
き
続
き
、
福
祉
委
員
や
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
地
域
で
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動

の
充
実
な
ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生

活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
、
複
合
的
な
課
題
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ

な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

◆
福
祉
功
労
表
彰
被
表
彰
者
紹
介

◆
ふ
く
し
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

【
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
】
思
誠
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

上
市
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
た
す
け
あ
い
ク
ラ
ブ
（
哲
多
）

【
長
期
継
続
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
15
年
以
上
）】
わ
か
ば
会
（
新
見
）

馬
場
小
原
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
大
佐
田
治
部
）・
長
久
フ
ラ
ワ
ー
ズ
（
神
郷
高
瀬
）

【
長
期
継
続
役
員
等
】（
役
員
）
小
村
幸
男
・
佐
熊
喜
恵
・
家
本
光
子
・
大
本
正
治

（
評
議
員
）
安
立
由
輝
・
金
本
保
孝

（
支
援
員
）
吉
田
宥
正
・
石
畑
美
代
子
・
名
越
暁
子
・
建
山
正
子

【
感
謝
状
】
逸
見
孝
明
（
前
会
長
）・
新
見
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

募
集
期
間

　令
和
７
年
８
月
１
日
〜
９
月
30
日
　
　
応
募
総
数

　４
４
３
点

最
優
秀
賞

　
や
さ
し
さ
と

　少
し
の
ゆ
う
き
で

　さ
く
え
が
お
　
林
原
圭
佑
（
思
誠
小
）

優
秀
賞

　
た
す
け
合
い

　え
が
お
い
っ
ぱ
い

　ぼ
く
の
町
　
　
谷
翔
斗
（
西
方
小
）

　
に
っ
こ
り
と

　い
つ
も
え
が
お
で

　み
ま
も
り
を
　
谷
橙
花
（
思
誠
小
）

　
あ
り
が
と
う

　次
は
私
が

　支
え
る
よ
　
　
　
　
　
大
川
め
い
（
哲
多
中
）

　
支
え
合
い

　笑
顔
で
つ
な
ぐ

　福
祉
の
輪
　
　
　
　
吉
見
加
奈
（
共
生
高
）

　
踏
み
出
せ
ば

　新
た
な
出
会
い

　心
咲
く
　
　
　
　
中
野
桃

　
で
き
る
こ
と

　持
ち
寄
り
広
が
る

　助
け
合
い
　
　
笠
原
萌

佳
作
（
受
賞
者
名
の
み
紹
介
）

　
宝
蔵
一
穂
（
高
尾
小
）・
山
本
紗
愛
（
新
見
南
小
）・
小
河
愛
海
（
思
誠
小
）

　
渡
邊
実
來
（
神
代
小
）・
信
谷
綾
乃
（
神
郷
北
小
）・
内
田
怜
希
（
大
佐
中
）

　
南
千
尋
（
新
見
第
一
中
）・
笹
木
彩
花
（
哲
多
中
）・
渡
川
深
理
（
哲
多
中
）

　
清
水
絢
人
（
共
生
高
）・
花
岡
梓
・
村
下
淑
恵
・
赤
木
一
郎
・
林
盤
恵

　
棟
長
三
佐
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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11
月
９
日
に
開
催
し
た
、
新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
20
周
年

記
念
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
地
域
運
営
組
織
「
菅
生
を
よ
く
す
る
会
」

の
赤
木
幸
夫
さ
ん
か
ら
、「
菅
生
地
区
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
菅
生
を
よ
く
す
る
会
が
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
思
い
を
胸

に
、
地
域
内
で
依
頼
を
受
け
た
個
人
宅

の
草
刈
り
や
雪
か
き
を
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う
活
動
で
す
。

　
ま
た
、
菅
生
地
区
で
は
、
住
民
同
士

が
心
を
通
わ
せ
る
集
い
の
場「
お
茶
ゃ
ー

の
み
ー
行
こ
う
や
」「
花
見
ぃ
ー
行
こ
う

や
！
！
」
も
実
施
し
、
幸
せ
の
笑
顔
が

広
が
る
菅
生
地
区
を
目
指
し
て
顔
が
見

え
る
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
12
月
13
日
に
新
見
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
人
と
人
と
が
つ
な
が

る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
日
々
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
な
気
持
ち
を
和
ら

げ
る
た
め
に
「
ぴ
お
ー
ら
キ
ッ
チ
ン
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
つ
き
た
て
の
お
餅
入
り
の
け
ん
ち
ん
汁
や
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
た
り
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
に
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
食
料
寄
付
）
事
業
に
寄
せ
ら
れ

た
食
材
等
を
詰
め
た
「
ぴ
お
ー
ら

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
用
意
し
、
市
内
の
準

用
保
護
児
童
の
い
る
世
帯
の
方
26

人
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
開
催
に
あ
た
り
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
、
食
料
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

菅
生
地
区 

支
え
合
い
活
動
の
取
組
発
表

ぴ
お
ー
ら
キ
ッ
チ
ン

草刈り支援の様子

花見ぃー行こうや！！の様子

地域食堂「ぴおーら食堂」

取組発表をする赤木さん

TOPICS 11・12月のできごと
トピックス

みんなでお餅つきも体験ボードゲームなどが遊べる「フリースペース」
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　市民の皆さまのおかげで、新見市社協は２０周年を迎えることができました。これまでの
主な取組などについて紹介します。

新見市社会福祉協議会設立
　本所と大佐・神郷・哲多・哲西の４支所体制
で現在の新見市社協の活動がスタートしました。

これからも「にこにこ いきいき みんなでつくろうやさしいまち」の
実現のため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

地域の集いの場「ふれあいサロン」への
活動助成を開始

写真は夢サロン原尻（熊野）

新見市地域福祉活動計画策定
　基本理念を「にこにこ いきいき みんなでつ
くろうやさしいまち」に決定。計画的に福祉
のまちづくりを進める体制を整備しました。
　平成22年度には、計画周知や地域の福祉
ニーズ把握のため、市内48会場で「福祉座談会」
を実施しました。

市内全地区で福祉委員設置を推進
写真は土橋地区福祉連絡会

福祉座談会の様子

「新見市生活相談支援センター」開所
　あらゆる相談に応じる窓口を設置し、相談体
制を強化しました。

「新見市地域福祉センター」への
事務所移転

「新見市成年後見相談センター」開所
　平成 30年度から法人として成年後見人とな
る法人後見事業を開始し、令和元年６月に成年
後見制度に関する相談窓口を設置しました。

総合経営計画策定
　令和5年度から役職員で協議を重ね、新見市
社協の経営や職員の行動指針を定めた「新見市
社会福祉協議会総合経営計画」を策定しました。
　経営理念は「人と地域の明日のために オー
ル社協で支える笑顔の暮し～みんなの人生に
彩（いろどり）を～」としています。

「生活支援コーディネーター事業」開始
　生活支援コーディネーター（地域ささえあい
推進員）を設置し、地域活動を支援する体制を
強化しました。
　写真は生活支援コーディネーター研修の様子

「新見市災害ボランティアセンター」設置
　平成 30年西日本豪雨・令和元年9月集中豪
雨による災害発生に対し、2年連続で災害ボラ
ンティアセンターを設置し、ボランティアの方と
協力し、被災された方の支援を行いました。

平成17年度平成23年度

平成24年度

平成27年度

平成27年度令和元年度

平成20年度

平成28年度

令和5年度

コロナ禍での事業継続
　新型コロナウイルス感染症の流行によ
り、緊急事態宣言が発出され、“笑顔”結び
プロジェクトなど、地域のつながりを保
つための事業を工夫をこらしながら実施
しました。

　本所を金谷の新見市保健福祉センター（現：
新見市地域福祉センター）に移転しました。

平成30年度・令和元年度

令和2年度～令和5年度

特集
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　市民の皆さまのおかげで、新見市社協は２０周年を迎えることができました。これまでの
主な取組などについて紹介します。

新見市社会福祉協議会設立
　本所と大佐・神郷・哲多・哲西の４支所体制
で現在の新見市社協の活動がスタートしました。

これからも「にこにこ いきいき みんなでつくろうやさしいまち」の
実現のため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

地域の集いの場「ふれあいサロン」への
活動助成を開始

写真は夢サロン原尻（熊野）

新見市地域福祉活動計画策定
　基本理念を「にこにこ いきいき みんなでつ
くろうやさしいまち」に決定。計画的に福祉
のまちづくりを進める体制を整備しました。
　平成22年度には、計画周知や地域の福祉
ニーズ把握のため、市内48会場で「福祉座談会」
を実施しました。

市内全地区で福祉委員設置を推進
写真は土橋地区福祉連絡会

福祉座談会の様子

「新見市生活相談支援センター」開所
　あらゆる相談に応じる窓口を設置し、相談体
制を強化しました。

「新見市地域福祉センター」への
事務所移転

「新見市成年後見相談センター」開所
　平成 30年度から法人として成年後見人とな
る法人後見事業を開始し、令和元年６月に成年
後見制度に関する相談窓口を設置しました。

総合経営計画策定
　令和5年度から役職員で協議を重ね、新見市
社協の経営や職員の行動指針を定めた「新見市
社会福祉協議会総合経営計画」を策定しました。
　経営理念は「人と地域の明日のために オー
ル社協で支える笑顔の暮し～みんなの人生に
彩（いろどり）を～」としています。

「生活支援コーディネーター事業」開始
　生活支援コーディネーター（地域ささえあい
推進員）を設置し、地域活動を支援する体制を
強化しました。
　写真は生活支援コーディネーター研修の様子

「新見市災害ボランティアセンター」設置
　平成 30年西日本豪雨・令和元年9月集中豪
雨による災害発生に対し、2年連続で災害ボラ
ンティアセンターを設置し、ボランティアの方と
協力し、被災された方の支援を行いました。

平成17年度平成23年度

平成24年度

平成27年度

平成27年度令和元年度

平成20年度

平成28年度

令和5年度

コロナ禍での事業継続
　新型コロナウイルス感染症の流行によ
り、緊急事態宣言が発出され、“笑顔”結び
プロジェクトなど、地域のつながりを保
つための事業を工夫をこらしながら実施
しました。

　本所を金谷の新見市保健福祉センター（現：
新見市地域福祉センター）に移転しました。

平成30年度・令和元年度

令和2年度～令和5年度

特集
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　本会では身近な地域の方の「ちょっとした変化」に早く気づき、民生委員・児童委員や行政、
本会などの関係機関に連絡するなど、困りごとを発見し、解決に結びつける「地域のアンテナ役」
となる福祉委員を行政地区ごとに選任していただいています。
　２月中旬以降に、今年度末で福祉委員の任期が終わる地区の総代あてに『福祉委員の選任
依頼文書』を送付しますので、新しい福祉委員の選任にご協力ください。

　令和7年10月１日から12月31日までを期間として赤い羽根共同募金運動を実施しました。
市民の皆さまには、戸別募金をはじめ、イベントや店頭などでの募金にご協力いただき誠に
ありがとうございました。街頭募金では、有志の中学生が「赤い羽根共同募金にご協力を
お願いします」と大きな声で呼びかけ、多くの皆さまに募金をしていただきました。お寄せ
いただいた募金は様々な福祉活動に活用させていただきます。

１．住民の生活状況や福祉課題の発見・把握
　　（見守り・声掛け）
２．早期対応に向けた専門機関等への連絡
３．地域の福祉活動への参加・協力
４．福祉意識に関する啓発活動

福祉委員の活動

街頭募金の様子 イベント募金の様子

来年度の福祉委員の選出をお願いします！

住民同士の見守り活動を通して、
誰もが安心して暮らせる

地域づくりにご協力ください！

赤い羽根共同募金へのご協力
ありがとうございました！
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各センターでは、相談者の困りごとや不安に思っていることなどを聞き、
専門職や関係機関と連携して必要な支援を行います。

♦家計改善支援：家計の立て直しなどの支援

♦就 労 支 援：仕事さがしのお手伝い

♦緊 急 支 援：食料などの一時支援

新見市生活相談支援センター
生活
困窮

♦成年後見制度に関する相談

・制度の概要、申立の方法

・申立書作成についての助言など

新見市成年後見相談センター
権利
擁護

　本会では「新見市生活相談支援センター」と「新見市成年後見相談センター」を中心に、
あらゆる相談に応じ、断らない、そして相談者に寄り添ったきめ細やかな相談支援を行っています。

新見市社会福祉協議会（新見市金谷 640-1　新見市地域福祉センター内）　　　　　

●新見市生活相談支援センター　電話 0867-88-6588
●新見市成年後見相談センター　電話 0867-72-7306
　　　　　 月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　　　　　 （土・日・祝祭日を除く）
受付時間

ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ

※予約先  ☎72-7306  地域福祉推進課

１月21日（水）
２月18日（水）

10：00～15：00
10：00～15：00

心配ごと相談 場所：新見市役所南庁舎

相談会を開催します
新見市地域
福祉センター場所：法律相談（要予約）

１月21日（水）

２月18日（水）

9：00～12：00

9：00～12：00

相談無料
秘密厳守

お
気
軽
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い

相談窓口のお知らせ

お互いさま研修会 第15回　なんでも相談会

予約不要・相談無料
予約不要・相談無料

　地域の訪問活動や集いの場を通して、ゆ
るやかな見守り・つながりづくりの大切さ
を再確認し、地域の助け合いの輪を広げる
ことを目的として開催します。

　生活の中で、法律や福祉に
ついて困っていること、悩ん
でいることはありませんか。
　「なんでも相談会」では、
弁護士や司法書士などの専門
家が、相続・借金・不動産・
成年後見制度などあらゆる
困りごとの相談に応じます。

●日　時　１月17日（土）　
　　　　　 10：00 ～12：00
●場　所　やまびこ広場神郷
●内　容　
・講演「楽しみながらできることを続けよう」
（ノートルダム清心女子大学 濱﨑絵梨 准教授）
・リフレッシュ体操
（介護予防指導士 三村 幸子 氏）

●日　時　２月14日（土）　
　　　　　 13：30 ～16：30
●場　所　新見市地域福祉センター

相続

不動産

借金
・
お金

成年後見
制度
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ピオーラカフェ開催のお知らせ

期　日：１月28日（水）
　　　　13:30 ～15:30
場　所：新見市地域福祉センター
内　容：・獅子舞（湯川いさみ会）
　　　　・福笑い
　　　　・新春お茶会　など
参加費：200円（申し込み不要）

　11月12日に、新見市民運動推進協議会か
ら、「にいみフードドライブＥｃｏ運動」で
集まった食料品計 332 点を本会のフードド
ライブ事業にご寄付いただきました。
　寄付いただいた食料品は、ぴおーらキッ
チンで使用したほか、今後の食料支援事業
に役立てます。ありがとうございました。

ご寄付ありがとうございました
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ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
　令和７年10月１日から11月30日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。　令和７年10月１日から11月30日までに、本会に寄せられたご寄付について報告します。
（敬称略・順不同）（敬称略・順不同）

新見市民運動推進協議会からの寄付
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